
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 37,319 25.68 1,453.23 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

- 69.94 98.68 107.15 3,025 36,935 7.81 4,729.19 【】

経営比較分析表（令和元年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和元年度から地方公営企業法の適用を受ける事
業に移行したことにより、前年度までとの比較がで
きない。
　①令和元年10月からの使用料改定により使用料収
入は増加したが、一方で経費も増加したことから、
一般会計からの繰入を行ったものの、経常収支比率
は100％を下回る結果となった。
　②使用料改定に伴い、一般会計からの繰入金を抑
制したことにより欠損金が発生した。持続可能な安
定的且つ健全な経営を図るため、繰入金を含めた収
支構造の改善を図る必要がある。
　③現預金が少ない一方で、多額の企業債残高を抱
えている状態である。今後約10年で償還のピークを
迎えるため、暫くは現在の水準を推移すると見込ん
でいる。
　④企業債残高対事業規模比率は、下水道建設当初
から多額の借入れを行ってきたことから類似団体平
均や全国平均を大幅に上回っている。これに伴い⑥
の汚水処理原価も同様に平均を上回っている。な
お、現在企業債償還のピークを迎えているため、こ
の先10年後以降は企業債残高は減少していく見込み
である。
　⑤経費回収率は、77.91％と類似団体平均や全国
平均を下回っている。令和元年10月から使用料改定
を行ったが、改定後の使用料単価でも経費を使用料
収入で賄えていない状況である。今後は経費削減に
努めるなど収支改善を図っていきたいと考える。

　有形固定資産減価償却率については、令和元年度
から企業会計を導入し資産整理を行った結果、資産
の耐用年数50年に対し、取得から既に30年以上を経
過しているものが存在する。今後は保有資産の老朽
化に伴い、当該資産の長寿命化や更新など効率的・
効果的な方策を分析し、今後発生する更新・改築費
用を削減（抑制）していく。

　令和元年度の経費回収率が77.91％と汚水処理費用
を使用料収入で賄えていない赤字経営の状況にあ
り、その収支不足を一般会計からの繰入金で補てん
する状況が続いている。
　本町は、下水道施設の整備を短期間で行ってきた
ことから、企業債残高が多額となっている。企業債
の償還は今後約10年でピークを迎え、多額の新規借
入がなければ令和11年度頃から単年度償還額は減少
傾向へ転じ、企業債残高についても減少していく見
込みである。
　今後は、残りの面整備地区に係る事業費並びに維
持管理及び管渠等の施設の更新に伴う投資が増加す
ると考えられる。令和元年度から地方公営企業法を
適用し経営状況がより明確に把握できるようになっ
たことから、公費負担と受益者負担の適正化を定期
的に見直し、安定経営を維持していく。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】


